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　消費電力量が多い家電製品の代表は、エアコン、
冷蔵庫、照明機器、テレビなどです。これらの家電
製品を上手に使うことで、効果的に節電することが
できます。また、日中のピーク時を避けて電化製品
を利用することも電力供給の安定を保つために重要
な方法です。皆さんも節電にご協力をお願いします。

★エアコン
・冷房は28℃、暖房は20℃に設定
・フィルタの掃除をする
★冷蔵庫
・詰め込みすぎない
・ドアの開閉を少なくする
・設定温度を「強」から「中」へ下げる
★照明
・昼間の不要な照明を消す
・建物の外の照明設備を消灯する

節電にご協力ください ★テレビ・パソコン
・画面の明るさを調整する
・こまめに掃除する
・ディスプレイをセーブモードに設
定する
★その他の電気製品
・炊飯器、洗濯機、衣料乾燥機はタイマー機能など
を活用し、夜間や早朝の使用を心がける
・給湯器、電気ポット、電子レンジなどは使わない
ときはコンセントを抜き、待機電力を削減する
・温水洗浄便座のふたを閉める。

太陽光発電システムの設置費用を補助します

対象設備／太陽光発電システム（10kW未満）
補助金額／２万5000円/kW（上限10万円）
※先着順で、予算に達し次第終了します。申込
方法など、詳しくはお問い合わせください。

環境保全課（☎826-1111　内線2327）問
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～税負担の公平性を確保するために～
市 税 滞 納 一 掃 宣 言

　平成25年度は、滞納処分として818件の財産差押
を実施しました。また、差押えた財産の公売を、6回
実施しました。
■６月の納税
税　目／市県民税（１期）　納期限／６月30日（月）
■６月の休日納税・納税相談
と　き／６月29日（日）　午前９時～午後４時
ところ／納税課（市役所本庁舎１階）

問 納税課（☎内線2359）


